国民参政会参政員名簿 by 齋藤 道彦
1中央大学論集　第34号　2013年 ２ 月
国民参政会参政員名簿
斎　藤　道　彦
国民参政会は，1938年７月開催され，憲政への移行が実施される直前の1948年３月まで存続したが，会
議は1938年７月から1947年５月まで計４期13回開催された（第１期５回，第２期２回，第３期３回，第４
期３回）．中国共産党（略称：中共）は，第４期をボイコットした．これらの経緯は，拙稿「国民参政会
と国共関係」（斎藤道彦編著『中国への多角的アプローチⅡ』所収，中央大学出版部，2013年３月出版予
定）で観察した．また，この間に同じく国民政府の主催で政治協商会議が1946年１月に開催された．
国民参政会参政員は，国民政府によって人選され任命された人々であり，それなりのバイアスがかかっ
ているだろうが，中国国民党（略称：国民党）側から当時の中華民国の代表的人物と目された人々であっ
たわけである．参政員梁実秋（中国国家社会党．略称：国社党）は，「［参政員は］みな社会的に声望のあ
る人々」だと述べており，1938年７月６日漢口『大公報』も参政員は「各党派の重鎮」，「各省の声望ある
父老」，「一部学術名家と国内各職業の幹部たち」（四川大学馬列教研室編『国民参政会資料』255頁によ
る．四川人民出版社，1984年６月．略称：『国参資料』）と述べており，今後，この名簿を手がかりとして
詳細な検討が行なわれるなら，革命史・中国共産党史では従来あまり光が当てられなかった中華民国後期
中国社会の実像の一端がより鮮明に見えてくるのではないかと期待される．
そこで本稿では，①国民参政会第１～４期参政員名簿，②国民参政会第１期第１～５回大会休会期間駐
会委員名簿，③国民参政会第２～４期大会主席団名簿および④国民参政会第４期参政員増補・補選分名簿
を作成する．なお，主席団は第１期には存在せず，第２期から設置された．この名簿整理によって，各委
員の担当回数が一目瞭然となる．
資料は，主として中国国民党中央委員会党史委員会影印『国防最高委員会常務会議記録』（近代中国出
版，国民党党史会発行，1995年８月～1996年３月影印），中国第二歴史檔案館整理『中国国民党中央党務
公報』（南京出版社，1994年２月．略称：『党務公報』）,『申報』，『国参資料』，『国民参政会紀実（上巻）
（下巻）』（重慶出版社，1985年８月．略称：『国参紀実』），『国民参政会紀実（続編）』（重慶出版社，1987
年６月．略称：『国参紀実続』）その他による． 
『国参資料』所載の参政員名簿は，各回ごとに省の順序，氏名の順序が違い，どういう基準で配列され
ているのか不明なので，本稿では第１期第１回大会参政員名簿，第１期第１回大会休会期間駐会委員名
簿，国民参政会第２～４期大会主席団名簿は初出発表の順序を基としつつ，任期の長いもの順などとし，
第２～５期各第１回大会参政員については第１期第１回大会にある者は第１期第１回大会の順とし，新た
な名簿は初出発表の順を原則とする．
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（甲）項「各省市代表」，（乙）項「モンゴル・チベット代表」，（丙）項「海外代表」のうち，党派別の
わかる者は氏名のあとに（　）を付けて記載した．参考資料中に国民党と明記されていない者でも剿共軍
関係の経歴がある者は，「国民党」とした．中国同盟会・国民政府（立法委員・監察委員等は除く）・国民
革命軍（略称：国革軍）関係の経歴があるが国民党であることが確認できないものは，「国民党？」とし
た．地方政府関係者は原則としてとらなかった．
（丁）項「文化団体・経済団体遴選者（選抜者）」のうち，党派別のわかるものは，党派別にまとめる． 
氏名表記にあたっては，日本常用漢字型のあるものは常用漢字型を基本とするが，「州」と「洲」，「鑑」
と「鍳」，「范」と「範」，「連」と「聯」，「系」と「繫」などは区別する．
1．国民参政会第１～４期参政員名簿
国民参政会参政員は，国民政府の指名により日中戦争中のため日本軍統治地域など国民政府統治外の地
域からも選出されている．
　第１期参政員　　1938年６月21日　国民政府公布
　第２期参政員　　1940年12月23日　国民政府公布
　第３期参政員　　1942年７月27日　国民政府公布
　第４期参政員　　1945年４月23日　国民政府公布
表１．国民参政会第１～４期参政員名簿
第１期第１回大会
（定数200名）
第２期第１回大会
（定数240名）
第３期第１回大会
（定数240名）
第４期第１回大会
（定数290名1））
（甲）各省市 （計88名） （計90名） （計164名） （計199名）
江蘇省 （４名） （４名） （８名） （８名）
冷遹
いつ
（職業教育社） 冷遹 冷遹 冷遹
江恒源（国民党2）） 江恒源 江恒源 江恒源
張一麐
りん
張一麐 張一麐3） 張一麐
顧子揚（国民党） ― ― ―
― 張九如（国民党） ― ―
― （丁）項から 陳源 陳源
― （丁）項から 蕭一山4）（国民党） 蕭一山
― （丁）項から 張維禎（女，国民党） 張維禎
― ― 薛明剣（国民党？） 薛明剣
― ― 顧頡
けつ
剛 顧頡剛
1 ）　『国参資料』の名簿によれば，実数は291名である．
2 ）　江恒源は，「中華職業教育社辦事部主任，常務理事」でもあり，職業教育社にも属する（『国参紀実続』311
頁）．国民政府は，1946年１月政治協商会議で「職業教育社」を「党派」と扱っているが，問題があろう．
3 ）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は「張一麐」，『国参資料』49頁は「張一麟」．『国防
最高委員会』に従う．張一麐は，国民参政会第１期参政員中，最高年齢で，第３期任期途中に死亡．1943年11月
６日，追悼会が開かれた（43・11・7『時事新報』）．
4 ）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は「蕭一山」，『国参資料』69頁は簡体字使用で「肖
一山」．
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― ― ― 汪宝瑄（国民党）
浙江省 （４名） （４名） （８名） （10名）
褚
ちよ
輔
ほ
成（国民党） 褚輔成5） 褚輔成 褚輔成（のち九三学
社）
陳希豪（国民党） 陳希豪 陳希豪 ―
陳其業 （丁）項へ 陳其業 陳其業
周炳
へい
琳
りん
6）国民党） （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
（丁）項から 胡健中（国民党） 胡健中 胡健中
― 方青儒（国民党） ― ―
（丁）項から （丁）項から 劉百閔
びん
（国民党） 劉百閔
（丁）項から （丁）項から 葉遡
そ
中（国民党） 葉遡中
― （丁）項から 江一平（国民党） （丁）項へ
― （丁）項から 何聯
れん
奎
けい
（国民党） ―
― ― ― 羅霞天（国民党）
― ― ― 呉望 伋
きゅう
（国民党）
― ― ― 趙舒（国民党）
― ― ― 朱恵清
― ― ― 駱
らく
美奐
かん
（国民党）
安徽省 （４名） （４名） （８名） （10名）
光昇（無党派） 光昇 光昇 光昇
梅光迪
てき
梅光迪 梅光迪 ―
常恒芳（国民党） ― ― 常恒芳
陶行知（救国会） （丁）項へ ― ―
― 馬景常（国民党） 馬景常 馬景常
― 陳鉄（国民党） 陳鉄 陳鉄
（丁）項から （丁）項から 奚倫 奚倫
― ― 呉滄州7） 呉滄州
（丁）項から （丁）項から 杭立武（国民党） ―
（丁）項から （丁）項から 劉王立明（女，民主
同盟）
―
― ― ― 翟
てき
純（国民党）
― ― ― 劉啓瑞
― ― ― 金維繫
けい
8）（国民党）
― ― ― 劉真如（国民党）
江西省 （４名） （４名） （８名） （10名）
王又庸（国民党） 王又庸 王又庸 王又庸
李中 襄
じょう
（国民党） （丁）項へ 李中襄 李中襄
5 ）　褚輔成は，「第２期国民参政会内国民党員分組名簿」には入っていないが，国民党員である．その後，民主諸
党派と同調するようになり，九三学社に加入するが，加入日はわからないので，第４期まで国民党員と見なす．
6 ）　周炳琳は，「第２期国民参政会内国民党員分組名簿」（『国参紀実続』252～253頁）には入っていないが，国民
党員である．
7 ）　「国防最高委員会第89次常務会議紀録」（1942年７月27日）は「呉滄洲」，『国参資料』69頁は「呉滄州」．
8 ）　「国防最高委員会第159次常務会議紀録」（1945年４月23日）は「金維繫」，『国参資料』79頁は簡体字使用で「金
維系」．
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王造時（救国会） （丁）項へ ― ＜1947年１月第４期
参政員に増補＞
王冠英9）（国民党） ― 王冠英 王冠英
― 張国燾
とう
（国民党） 張国燾 張国燾
― 王枕心10）（国民党） ― 王枕心
― 劉家樹（国民党） ― ―
― ― 甘家馨
けい
（国民党） 甘家馨
― ― 何人豪 ―
― ― 尹
いん
敬譲（国民党） ―
― ― 伍毓
いく
瑞 ―
― ― ― 熊在渭
い
（国民党）
― ― ― 王徳輿
― ― ― 呉健陶（国民党）
― ― ― 楊不平（国民党）
湖北省 （４名） （４名） （８名） （10名）
孔庚（国民党） 孔庚 孔庚 孔庚
喩
ゆ
育之（国民党） （丁）項へ 喩育之 喩育之
黄建中（国民党） ― 黄建中 黄建中
陳時（国民党） （丁）項へ （丁）項へ ―
― 李薦廷 李薦廷 李薦廷
― 李廉芳 李廉方 ―
― 彭介石（国民党） ― ―
（丁）項から （丁）項から 居励今（国民党） ―
― ― 厳立三 ―
― ― 張難先 張難先
（丁）項から （丁）項から ― 劉叔模（国民党）
― ― ― 李四光（国民党？）
― ― ― 楊一如（国民党）
― ― ― 石信嘉（国民党）
― ― ― 𩜙
じょう
鳳璜（国民党？）
湖南省 （４名） （４名） （８名） （10名）
許孝炎（国民党） （丁）項へ （丁）項へ 許孝炎
仇鰲
ごう
（国民党） （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
楊端六 （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
胡元倓 ― ― ―
― 彭国鈞（国民党） ― ―
― 曽省斎（国民党） ― ―
― 賀楚強（国民党） ― ―
― 周徳偉 ― ―
（丁）項から （丁）項から 左舜生（青年党） 左舜生
（丁）項から （丁）項から 鄧飛黄（国民党） 鄧飛黄
9 ）　王冠英は，「第２期国民参政会内国民党員分組名簿」（『国参紀実続』252～253頁）には入っているが，『国参資
料』の「第２期国民参政会参政員名簿」には入っていない．
10）　王枕心は，『国参紀実続』41頁によれば第２期のみ参政員とするが，分類が（甲）項江西省で，かつ『国参資
料』の定数が正しければ，第４期（甲）項江西省の定数に合わず，誤りであろう．また，『国参紀実続』41頁は
「国民党」と記載していないが，「第３戦区党政委員会委員」の経歴から「国民党」と判断．
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― ― 張炯
けい
（国民党） 張炯
― ― 胡庶華 胡庶華
― ― 辛樹幟
し
（国民党？） ―
― ― 王鳳喈
かい
11） ―
― ― 趙君邁
まい
12）（国民党？） ―
― ― 李育堯 ―
― ― （丁）項から 唐国楨
てい
13）
― ― ― 余楠秋
― ― ― 劉興
― ― ― 邱昌渭（国民党）
― ― ― 譚光（国民党？）
四川省 （４名） （４名） （８名） （10名）
張瀾（民主同盟） （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
邵従恩（無党派） （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
謝健（国民党？） ― ― ―
胡景伊（国民党？） ― ― ―
（丁）から 朱之洪（国民党） 朱之洪 朱之洪
― 黄粛方 黄粛方 黄粛方
― 陳敬修（国民党） ― ―
― 胡子昂（国民党） ― ―
― ― 但
たん
懋
ぼう
辛（国民党） 但懋辛
― ― 劉明揚（国民党？） 劉明揚14）
― ― 曹叔実（国民党） ―
― ― 李琢仁 ―
― ― 陳志学（国民党？） ―
― ― 彭革陳（国民党） （丁）項へ
― ― ― 廖学章
― ― ― 傅常（国民党？）
― ― ― 陳銘徳
― ― ― 余際唐（国民党）
― ― ― 甘績鏞
よう
― ― ― 王国源（国民党？）
河北省 （４名） （４名） （８名） （８名）
耿
こう
毅（国民党） 耿毅 耿毅 耿毅
王葆真（国民党） ― ― ―
張伯謹（国民党） ― ― ―
11）　第３期参政員王鳳喈は，湖南省政府委員兼教育庁庁長に就任したことを理由に辞職を願いでたので，中央執行
委員会常務委員会はこれを許可したとの報告が国防最高委員会第113回常務会議（1943年６月21日）に行なわれ
た（「国防最高委員会第113次常務会議紀録」）．
12）　第３期参政員趙君邁は，軍職についたことを理由に辞職を願いでたので，国民党中央執行委員会第218次常会
はこれを許可したとの報告が国防最高委員会第101回常務会議（1943年１月18日）に行なわれた（「国防最高委員
会第101次常務会議紀録」，1943年１月18日）．趙君邁は1946年，長春市長に就任した．趙君邁は1947年４月，中
共軍の長春占領により，捕らえられた（鄧野『連合政府与一党訓政　1944年～1946年間国共政争』432頁，社会
科学文献出版社，2011年９月修訂本）．
13）　『国参資料』79頁は「唐国禎」．『国参紀実続』378頁は「唐国楨」．
14）　劉明揚は，第４期第２回大会以前に参政員から官吏に改任となった（46・3・21『申報』）．
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王啓江（国民党） 王啓江（国民党） 王啓江 王啓江
― 劉瑶章（国民党） 劉瑶章 劉瑶章
― 張愛松（国民党） 張愛松 ―
（丁）項から （丁）項から 梁実秋（国社党） （丁）項へ
― ― 張之江 張之江
― （丁）項から 魏元光（国民党） 魏元光
― ― 馬洗繁（国民党） 馬洗繁15）
― ― ― 何基鴻（国民党？）
― ― ― 王 化 民（ 女， 国 民
党？）
山東省 （４名） （４名） （８名） （10名）
王近信16）（国民党） 王近信 ― ―
孟慶棠（国民党？） ― ― ―
王仲裕（国民党） ― ― 王仲裕
張竹渓（国民党） （丁）項へ ― ―
― 孔令燦
さん
（国民党） 孔令燦 孔令燦
― 劉次 簫
しょう
17）（国民党） 劉次簫 劉次簫
― 呉錫九（国民党） ― ―
（丁）項から （丁）項から 范予遂（国民党） 范予遂
（丁）項から （丁）項から 丁基実（国民党） 丁基実
― ― 傅
ふ
斯年（無党派） 傅斯年
― ― 李漢鳴（国民党） ―
― ― 靳
きん
鶴声（国民党） ―
― ― 趙太侔（国民党） ―
― ― ― 龐
ほう
鏡塘（国民党）
― ― ― 王立哉（国民党）
― ― ― 趙雪峰（国民党？）
― ― ― 趙公魯
河南省 （４名） （４名） （８名） （10名）
馬乗風（国民党） （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
胡石青（国社党） （丁）項へ ― ―
杜秀昇 （丁）項へ ― ―
王幼僑 ― ― ―
― 王隠三（国民党） 王隠三 王隠三
― 王公度18）（国民党） 王公度 ―
― 郭仲隗
かい
（国民党） 郭仲隗 ―
― 燕化棠（国民党） ― 燕化棠
― ― 李漢珍 李漢珍
― ― 常志箴
しん
（国民党？） ―
15）　馬洗繁は，第４期第２回大会以前に任期途中で病死（46・3・21『申報』）．
16）　王近信は，『国参紀実続』297頁によれば，「郷村建設研究院副院長」の経歴があり．「村治派」と見てよいか？
17）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」・『国参資料』62頁は「劉次簫」，『国参紀実続』315頁は「劉次蔚」．「劉
次簫」であろう．
18）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は「王公度」，『国参資料』62頁は「王公庚」．「国防
最高委員会第48次常務会議紀録」に従う．
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― ― 李名章（国民党） ―
― ― 劉景健 ―
― ― 羅夢册 ―
― ― ― 張金鍳
― ― ― 劉景健（国民党）
― ― ― 田培林（国民党）
― ― ― 張雨生（国民党）
― ― ― 翟倉陸
― ― ― 王芸
うん
青（国民党）
― ― ― 姚廷芳（国民党）
広東省 （４名） （４名） （８名） （10名）
伍智梅（女，国民党） （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
李仙根（国民党） 李仙根 ― ―
楊子毅（国民党） （丁）項へ 楊子毅 ―
黄元彬 ― ― ―
― 金曽澄（国民党） 金曽澄 ―
― 陸宗騏
き
19）（国民党） 陸宗騏 陸宗騏
― 黄範一20）（国民党） 黄範一 黄範一
― ― 韓漢藩（国民党？） 韓漢藩
― ― 陳紹賢（国民党） 陳紹賢
― ― 高廷梓
し
21）（国民党） ―
― ― 胡木蘭（女，国民党） （丁）項へ
― ― ― 何春帆（国民党？）
― ― ― 鄒
すう
志奮（国民党）
― ― ― 劉憲英（女，国民党）
― ― ― 官禕
い
― ― ― 王若周（国民党？）
― ― ― 張良修
山西省 （３名） （３名） （４名） （４名）
李鴻文（国民党） 李鴻文 李鴻文 李鴻文
梁上棟22）（国民党） 梁上棟 梁上棟 梁上棟
韓克温（国民党） ― ― ―
（丁）項から 常乃
だい
悳
とく
23）（青年党） 常乃悳 （丁）項へ
19）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は，「陸宗麒
き
」と書き，それを消して「陸宗騏」と
直しているが，『国参資料』62頁は「陸宗麒」としており，「第２期国民参政会内国民党員分組名簿」（『国参紀実
続』252～253頁）は「陸宗淇
き
」としている．
20）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は「黄範一」，『国参資料』62頁は「黄范一」．黄範
一は，第４期第２回大会以前に参政員から官吏に改任となった（46・3・21『申報』）．
21）　高廷梓
し
は，「第２期国民参政会内国民党員分組名簿」（『国参紀実続』252～253頁）には入っているが，『国参資
料』の「第２期国民参政会参政員名簿」には入っていない．
22）　梁上棟は，国民参政会第１期第１回大会の臨時動議により戦区軍風紀巡察団として前線に行き，日本軍機の爆
撃を受け負傷したが，今期大会に出席した（39・9・20『中央日報』）とのことであり，軽傷だったのではとも思
えるが，43・2・11『申報』によれば，梁上棟は「片腕」とのことであり，爆撃以前からそうだったのか，ある
いは爆撃で片腕を失ったのか，わからない．
23）　常乃悳は，『国参紀実続』387頁によれば第１期のみ参政員だが，（甲）項山西省第２期・第３期の定数に合わ
なくなり，誤りであろう．
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― ― 馬駿 ―
― ― ― 武肇煦
く
（国民党）
― ― ― 潘連茹
じょ
24）（国民党？）
陝西省 （３名） （３名） （６名） （８名）
茹欲立 （丁）項へ ― ―
李元鼎（国民党） （丁）項へ ― ―
郭英夫（国民党） （甲）西京市 ― ―
― 張鳳翽
かい
（国民党） 張鳳翽 張鳳翽
― 李芝亭25）（国民党） 李芝亭 李芝亭
― 張守約（国民党） 張守約 張守約
― ― 王普涵（国民党） （丁）項へ
― ― 趙和亭（国民党？） 趙和亭
― ― 張丹屏（国民党） 張丹屏
― ― ― 高文源（国民党）
― ― ― 王維之（国民党？）
― ― ― 楊大乾（国民党）
福建省 （３名） （３名） （６名） （８名）
胡兆祥（国民党） （丁）項へ 胡兆祥 ―
秦望山（国民党） （丁）項へ ― ―
宋淵源 （丁）項へ ― ―
― 石磊
らい
（国民党） 石磊 石磊
― 康紹周（国民党） 康紹周 康紹周
― 李黎洲26）（国民党） （丁）項へ ―
（丁）項から （丁）項から 江庸 江庸
（丁）項から （丁）項から 陳博生（国民党） （丁）項へ
（丁）項から （丁）項から 王世頴（国民党） （丁）項へ
― ― ― 李鈺27）（国民党）
― ― ― 林学淵28）（国民党）
― ― ― 葉道淵
― ― ― 梁竜光（国民党）
― ― ― 鄭揆一（国民党？）
広西省 （３名） （３名） （６名） （８名）
林虎（国民党） （丁）項へ 林虎 林虎
黄同仇29）（国民党） （丁）項へ 黄同仇 ―
陳錫珖
こう
（国民党） ― ― ―
― 陽叔葆（国民党） 陽叔葆 陽叔葆
24）　『国参資料』81頁は「潘連茹」，『国参紀実続』404頁は「藩連茹」．
25）　李芝亭は，『国参紀実続』325頁によれば第４期は参政員ではないが，第４期（甲）項陝西省定数に合わなくな
り，誤りであろう．
26）「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）・『中央党務公報』第７巻第６期（1945年６月15日）
などは「李黎洲」．『国参資料』は「李黎州」．
27）　「国防最高委員会第159次常務会議紀録」（1945年４月23日）・『国参資料』80頁は「李鈺」，『国参紀実続』71頁
は「李玉鈺」で，『国参紀実続』には「李鈺」はなく，「李玉鈺」を「国民党」としている．同一人物と見られ，
人名は「国防最高委員会第159次常務会議紀録」に従っておく．
28）　林学淵は，第４期第２回大会以前に参政員から官吏に改任となった（46・3・21『申報』）．
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― 蒙民偉（国民党） ― ―
― 蔣継伊 蔣継伊 ―
― ― 雷沛鴻 雷沛鴻
― ― 黄鐘岳 黄鐘岳
― ― ― 蘇希洵（国民党？）
― ― ― 蔣培英
― ― ― 程思遠30）（国民党）
― ― ― 廖競天31）
雲南省 （３名） （３名） （６名） （８名）
李培炎（国民党） （丁）項へ 李培炎 李培炎
隴
ろう
体要（国民党） 隴体要 隴体要 ―
羅衡（女，国民党） （丁）項へ （丁）項へ （丁）項へ
― 趙澍（国民党） 趙澍 趙澍
― 胡若華（国民党） ― ―
― ― 張邦珍（女） 張邦珍
― ― 王吉甫（国民党？） ―
― ― 楊蔭南 ―
― ― ― 范承枢
― ― ― 厳 錞
じゅん
32）
― ― ― 李鑑之33）（（国民党）
― ― ― 陳賡
こう
雅（国民党？）
― ― ― 伍純武
貴州省 （３名） （３名） （４名） （６名）
黄宇人（国民党） 黄宇人 黄宇人 黄宇人
王亜明（国民党） （丁）項へ 王亜明 王亜明
呉緖華 ― ― ―
― 呉道安（国民党） ― ―
― 馬宗栄（国民党） 馬宗栄 ―
― ― 張定華（国民党） 張定華
― ― ― 周素園（国民党？）
― ― ― 商文立（国民党）
― ― ― 尹述賢（国民党）
甘粛省 （２名） （２名） （４名） （６名）
喇
ら
世俊 ― ― ―
駱
らく
力学（国民党） 駱力学 ― ―
― 蘇振甲（国民党） ― ―
― ― 張作謀34）（国民党） 張作謀
29）　第３期参政員黄同仇は，安徽省政府委員に就任したことを理由に辞職を願いでたので，中央執行委員会常務委
員会はこれを許可したとの報告が国防最高委員会第123次常務会議（1943年11月８日）に行なわれた（「国防最高
委員会第123次常務会議紀録」）． 
30）　程思遠は，『国参資料』の「第２期国民参政会参政員名簿」には入っているが，「第２期国民参政会内国民党員
分組名簿」（『国参紀実続』252～253頁）には入っていない．1947年３月第４期参政員増補名簿にはある．
31）　「国防最高委員会第159次常務会議紀録」（1945年４月23日）・『国参紀実続』402頁は「廖競天」，『国参資料』81
頁は「廖競夫」．
32）　「国防最高委員会第159次常務会議紀録」（1945年４月23日）は「厳錞」，『国参資料』頁は「厳 鑄
ちゅう
」．
33）　「国防最高委員会第159次常務会議紀録」（1945年４月23日）は「李鑑之」，『国参資料』頁は「李鍳之」．
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― ― 羅麟藻 ―
― ― 朱貫三（国民党） ―
― ― 王維墉
よう
（国民党） ―
― ― ― 寇永吉（国民党）
― ― ― 柯与参35）
― ― ― 段 焯
しゃく
（国民党）
― ― ― 陸錫光（国民党）
― ― ― 馬元鳳（国民党）
綏遠省 （２名） （２名） （３名） （３名）
潘秀仁（国民党） ― ― ―
栄照36）（国民党） （丁）項へ 栄照 （乙）項へ
― 張欽（国民党） 張欽 ―
― 張遐
か
民（国民党） ― ―
― ― 張厲
れい
師（国民党？） ―
― ― ― 焦守顕（国民党）
― ― ― 蘇珽
― ― ― 李樹茂（国民党）
新疆省 （２名） （２名） （３名） （４名）
張元夫 張元夫 張元夫 ―
麦斯武徳（国民党） （丁）項へ ― ―
（丁）項から 郭任生（国民党） 郭任生 （丁）項へ
― ― 盛世驥
き
―
― ― （丁）項から 哈
ハ
的
ディ
爾
ル
37）（国民党？）
― ― ― 劉文竜
― ― ― 桂芬（国民党）
― ― ― 烏馬爾
青海省 （１名） （１名） （２名） （３名）
李洽
こう
（国民党） 李洽 李洽 李洽
― ― 張昌栄 ―
― ― ― 馬騰雲
― ― ― 李徳淵
西康省 （１名） （１名） （２名） （３名）
姚仲良（国民党） ― ― ―
― 黄汝鑑（国民党） 黄汝鑑 黄汝鑑
― ― 張 緝
しゅう
（国民党） 張緝
― ― ― 格桑沢仁（国民党）
34）　張作謀は，『国参紀実続』105頁では「国民党」と記載していないが，「三民主義青年団甘粛省支団部幹事」の
経歴があり，「国民党」と判断．
35）　「国防最高委員会第159次常務会議紀録」（1945年４月23日）・『国参紀実続』369頁は「柯与参」，『国参資料』81
頁は「何与参」．
36）　栄照は，『国参紀実続』375頁では「国民党」と記載していないが，「国民政府軍政部将校団政治教官」の経歴
から「国民党」と判断．
37）　哈的爾は新疆籍で，中国語はうまくしゃべれなかったが，シリアに留学したことがあり，英語とフランス語は
流暢だった（43・2・11『申報』）．
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寧夏省 （１名） （１名） （２名） （３名）
周士観 周士観 周士観 ―
― ― 于光和 于光和
― ― ― 馬兆琦
― ― ― 周生禎（国民党？）
西京市 （１名） （１名） （１名） （１名）
田毅安（国民党） ― ― ―
（甲）陝西 郭英夫（国民党） ― ―
― ― 韓兆鶚
がく
韓兆鶚
チャハル省 （２名） （２名） （３名） （３名）
席振鐸
たく
（国民党） 席振鐸 席振鐸 （丁）項へ
馬亮（国民党） ― ― ―
― 張志広（国民党） 張志広 張志広
― （丁）項から 童冠賢（国民党） ―
― ― ― 喬廷琦（国民党）
― ― ― 李毓
いく
田
遼寧省 （２名） （２名） （４名） （４名）
張振鷺 （丁）項へ 張振鷺 張振鷺
孫佩蒼 孫佩蒼 ― ―
― 馬愚忱（国民党） ― ―
（丁）項から （丁）項から 高惜氷（国民党） 高惜氷38）
（丁）項から （丁）項から 斉世英（国民党） 斉世英
（丁）項から （丁）項から 銭公来（国民党） 銭公来
吉林省 （２名） （２名） （４名） （４名）
莫徳恵39）（無党派） 莫徳恵 莫徳恵 （丁）項へ
王家楨40）（国民党） 王家楨 ― ―
― （丁）項から 王寒生（国民党） 王寒生
― ― 李錫恩（国民党？） 李錫恩
― ― 劉風竹（国民党） ―
― ― ― 張潜華（国民党）
― ― ― 陳紀瀅
えい
（国民党）
南京市 （２名） （２名） （２名） （２名）
陳裕光（国民党） 陳裕光 陳裕光 陳裕光
盧前（国民党） 盧前 盧前 ＜1947年１月第４期
参政員に増補＞
― ― （丁）項から 章桐41）（国民党）
上海市 （２名） （２名） （３名） （３名）
王志莘
しん
王志莘 ― ―
38）　高惜氷は，第４期第２回大会以前に参政員から安東省政府主席に改任となった（46・3・21『申報』．後述）．
39）　国民政府は，1946年１月の政治協商会議で莫徳恵を「無党派」と分類している．莫徳恵は，中ソ交渉中華民国
代表，国民政府「東北宣撫使」などを務めている．
40）　『国参資料』63頁は「王家禎」．「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は「王家楨」，．
41）　章桐は，第４期第２回大会以前に任期途中で病死（46・3・21『申報』）．
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陶百川（国民党） 陶百川 陶百川 陶百川
― ― 奚玉書 奚玉書42）
― ― 陳霆鋭 陳霆鋭
北平市 （２名） （２名） （２名） （２名）
陶孟和 陶孟和 陶孟和 陶孟和
陳石泉（国民党） 陳石泉 陳石泉 陳石泉
黒竜江省 （１名） （１名） （２名） （２名）
于明州（国民党） ― ― ―
― 馬毅（国民党） 馬毅 馬毅
― ― 王宇章43）（国民党） 王宇章
熱河省 （１名） （１名） （２名） （２名）
譚
たん
文彬
ひん
（国民党） 譚文彬 譚文彬 譚文彬
― ― 毛韶青 ―
― ― ― 王維新
天津市 （１名） （１名） （１名） （１名）
張彭春 ― ― ―
（丁）項から 張伯苓
れい
（国民党） 張伯苓 張伯苓
青島市 （１名） （１名） （１名） （１名）
楊振声（国民党） 楊振声 楊振声 （丁）項へ
― ― ― 張楽古（国民党）
重慶市44） （０名） （２名） （３名） （４名）
― 潘昌猷
ゆう
潘昌猷 潘昌猷
― 胡仲実 胡仲実 胡仲実
― ― 竜文治（国民党） ―
― ― ― 鄧華民
― ― ― 陳介生（国民党）
（乙）モン
ゴ ル・ チ
ベット
（６名） （６名） （８名） （８名）
モンゴル （４名） （４名） （５名） （５名）
李永新（国民党） 李永新 李永新 李永新
倉吉周威古 ― ― ―
栄祥 ― ― ―
何永信 ― ― ―
― 金志超 金志超 金志超
― 阿福寿（国民党） 阿福寿 ―
― 蘇魯岱
たい
（国民党） 蘇魯岱 ―
― ― 迪
てき
魯 瓦 呼 図 克 図45）
（フトゥクトゥ，国
民党）
迪魯瓦
42）　奚玉書は，第４期第２回大会以前に参政員から官吏に改任となった（46・3・21『申報』）．
43）　王宇章は，『国参紀実続』296頁では，第３期のみ参政員だが，第４期（甲）項黒竜江省の定数と合わず他の項
にも見えないので誤りであろう．
44）　各省市代表には，第２期から重慶市代表が加えられた．
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45）　「国防最高委員会第89次常務会議紀録」（1942年７月27日），『国参資料』72頁，『国参紀実』1059頁は第３期
「迪
てき
魯瓦呼図克図」，「国防最高委員会第159次常務会議記録」（1945年４月23日），『国参資料』83頁，『国参紀実』
1425頁は第４期「迪魯瓦」と記している．『国参紀実続』349頁は，「迪魯瓦」の参政員任期を第３期・第４期と
している．「迪魯瓦呼図克図」の「呼図克図」は「フトゥクトゥ（またはホトクト）」である（拙著『アジア史入
門　日本人の常識』110頁参照，白帝社，2010年11月）．『国参紀実続』349頁によれば，「迪魯瓦」は別名「喜木
札色楞布」．注48）参照．
46）　「国防最高委員会第159次常務会議紀録」（1945年４月23日）は「斉木棍旺
おう
札勒
ろく
拉卜
ぼく
旦」．『国参資料』83頁は「斉
木棍旺
おう
札」と「勒
ろく
拉卜
ぼく
旦」という２名分としているが，これを２名とすると，モンゴルの参政員定数を上回って
しまうので，誤りであろう．
47）　シェーラブギャムツォは，中国語表記「喜饒嘉錯」．「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23
日），『国参資料』，『国参紀実』は，「喜饒嘉錯」．天児・石原・朱・辻・菱田・村田編『岩波現代中国事典』（岩
波書店，1999年５月）は，「喜饒嘉措」としている．　 
48）　「丁傑呼図克図」の「呼図克図」は，前出同様「フトゥクトゥ（またはホトクト）」．
49）　李尚銘は，『国参紀実続』327頁によれば，その後，汪兆銘政権に参加．
50）　『国参紀実』64頁は「李星衢
く
」，『国参紀実続』327頁は「李星衛」．
51）　「国防最高委員会第89次常務会議紀録」（（1942年７月27日）は「連瀛洲」，『国参資料』73頁は「連瀛州」．
― ― ― 斉 木 棍 旺
おう
札 勒
ろく
拉 卜
ぼく
旦46）
（甲）綏遠 （丁）項から （甲）綏遠 栄照（国民党）
チベット （２名） （２名） （３名） （３名）
シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ47）（国民党）
（丁）項へ シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ
（丁）項へ
丁傑呼図克図48）（フ
トゥクトゥ）
丁傑 丁傑 ―
― 羅桑札喜 羅桑札喜 羅桑札喜
― ― （丁）項から 阿旺堅賛
― ― ― 拉敏益喜楚臣
（丙）海外
僑民
（６名） （６名） （８名） （８名）
荘西言 荘西言 ― ―
陳守明 陳守明 ― ―
李尚銘49） ― ― ―
張振帆 張振帆 ― ―
李清泉 ― ― ―
周崧 ― ― ―
（丁）項から 陳嘉庚 ― ―
― 鄺
こう
炳
へい
舜 鄺
こう
炳舜 鄺炳舜
― 李星衢
く
50） ― ―
― ― 何葆仁（国民党） 何葆仁
― ― 連瀛
えい
洲51）（国民党） 連瀛洲
― ― 司徒美堂 司徒美堂
― ― 林慶年 林慶年
― ― 李文珍（国民党） 李文珍
― ― 譚賛（国民党） ―
― ― 許生理 ―
― ― ― 陳栄芳（国民党）
― ― ― 馮燦利（国民党）
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（丁）文化
団体・経済
団体等から
の遴
りん
選者52）
（選抜者）
第１期第１回大会
（定数100名）
第２期第１回大会
（定数138名53））
第３期第１回大会
（定数60名）
第４期第１回大会
（定数75名）
呉貽芳（女） 呉貽芳 呉貽芳 呉貽芳
于
う
斌
ひん
（天主教） 于斌 于斌 于斌
范鋭 范鋭 范鋭 范鋭54）
奚倫 奚倫 （甲）安徽へ （甲）安徽へ
張肖梅 張肖梅 ― ＜1947年３月第４期
参政員に増補＞
江庸 江庸 （甲）福建へ （甲）福建へ
顔恵慶 顔恵慶 ― ―
施肇基 施肇基 ― ―
楊賡陶 楊賡陶 ― ―
陳経畬
よ
陳経畬 ― ―
陳輝徳 陳輝徳 ― ―
鄒
すう
韜
とう
奮（中共系） 鄒韜奮 ― ―
陸費伯鴻（女） 陸費伯鴻 ― ―
韋卓民 韋卓民 ― ―
張熾
し
章 張熾章 ― ―
周星棠 周星棠 ― ―
張忠紱
ふつ
張忠紱 ― ―
陳嘉庚 （丙）項へ ― ―
張耀曾 ― ― ―
陸鼎揆 ― ― ―
羅家衡 ― ― ―
盧 鑄
ちゅう
 ― ― ―
欧元懐 ― ― ―
杜重遠55） ― ― ―
侯樹彤
とう
― ― ―
任鴻雋
せん
― ― ―
顔任光 ― ― ―
― 周道剛 周道剛 周道剛
― 謝氷心 謝氷心 謝氷心
― 鄧召蔭 鄧召蔭 ―
（甲）浙江から 陳其業 （甲）浙江へ （甲）浙江へ
（甲）遼寧から 張振鷺 （甲）遼寧へ （甲）遼寧へ
― 陳源 （甲）江蘇へ （甲）江蘇へ
― 杜秀升 ― ―
― 陳復光 ― ―
― 王冠英 ― ―
52）　「訓政」下のたてまえから「文化団体・経済団体等」となっているが，国民党・中共・「民主諸党派」がここに
含まれる．
53）　第２期参政員定数は1940年９月26日公布「国民参政会組織条例」では，参政員総数「220名」で，うち（丁）
項「118名」であるが，1940年12月23日任命第２期参政員総数は「240名」，うち（丁）項は「138名」となってい
る．「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）では，（丁）項は「138名」であったが，『国参資
料』所収の名簿では実数「134名」．
54）　范鋭は，第４期第２回大会以前に任期途中で病死（46・3・21『申報』）．
55）　杜重遠は，1943年／1944年，新疆の監獄で毒殺される．
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― 尹
いん
昌齢56） ― ―
― 黄君迪
てき
― ―
― 曽宝蓀 ― ―
― 茹
じょ
欲立 ― ―
― 陳陶遺 ― ―
― ― 達浦生（イスラーム
教）
達浦生
― ― 唐国禎 （甲）湖南へ
― ― 哈的爾 （甲）新疆へ
― ― 阿旺堅賛 （乙）チベットへ
（甲）青島市から （甲）青島市から （甲）青島市から 楊振声
（甲）チャハルから （甲）チャハルから （甲）チャハルから 席振鐸
― ― ― 周謙冲
― ― ― 盧広声
― ― ― 端木愷
― ― ― 鄭振文
国民党 銭端升 銭端升 銭端升 銭端升
劉蘅
こう
静（女） 劉蘅静 劉蘅静 劉蘅静
陳豹隠 陳豹隠 陳豹隠 陳豹隠
譚平山 譚平山 譚平山 譚平山
程希孟 程希孟 程希孟 程希孟
成舍我 成舍我57） 成舍我 成舍我
陶玄（女） 陶玄 陶玄 陶玄
周覧 周覧 周覧 周覧
彭允彜
い
彭允彜
い
彭允彜
い
―
陳博生 陳博生 （甲）福建へ 陳博生
王世頴 王世頴 （甲）福建へ 王世頴
鄧飛黄 鄧飛黄 （甲）湖南へ （甲）湖南へ
高惜氷 高惜氷 （甲）遼寧へ （甲）遼寧へ
斉世英 斉世英 （甲）遼寧へ （甲）遼寧へ
銭公来 銭公来 （甲）遼寧へ （甲）遼寧へ
劉百閔
びん
劉百閔 （甲）浙江へ （甲）浙江へ
范予遂 范予遂 （甲）山東へ （甲）山東へ
葉遡中 葉遡中 （甲）浙江へ （甲）浙江へ
丁基実 丁基実 （甲）山東へ （甲）山東へ
杭立武 杭立武 （甲）安徽へ ―
居励今 居励今 （甲）湖北へ ―
劉叔模 劉叔模58） ― （甲）湖北へ
鐘栄光 鐘栄光59） ― ―
甘介侯 甘介侯 ― ―
56）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は「尹昌齢」，『国参資料』65頁は「君昌齢」．
57）　成舍我は，『国参資料』の「第２期国民参政会参政員名簿」には入っているが，「第２期国民参政会内国民党員
分組名簿」（『国参紀実続』252～253頁）には入っていない．
58）　劉叔模は，「国防最高委員会第54次常務会議紀録」（1941年３月14日）によれば，湖北省政府委員に着任したた
め，参政員を解除された．
59）　鐘栄光は，『国参資料』の「第２期国民参政会参政員名簿」には入っているが，「第２期国民参政会内国民党員
分組名簿」（『国参紀実続』252～253頁）には入っていない．『国参紀実続』377頁によれば第１期のみ参政員だ
が，それが正しければ，第２期（丁）項参政員の実数は１名減となる．
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張剣鳴 張剣鳴 ― ―
劉哲 劉哲60） ― ―
胡文虎 胡文虎 ― ―
王卓然 王卓然 ― ―
郭任生 （甲）新疆 （甲）新疆 郭任生
張伯苓
れい
（甲）天津市へ （甲）天津市へ （甲）天津市へ
胡健中 （甲）浙江へ （甲）浙江へ （甲）浙江へ
朱之洪 （甲）四川へ （甲）四川へ （甲）四川へ
馬君武 ― （甲）新疆へ ―
徐謙 ― ― ―
徐柏園 ― ― ―
陶希聖61） ― ― ―
李聖五62） ― ― ―
溥
ふ
侗
とう
63） ― ― ―
鄭震宇64） ― ― ―
喩維華（女）65） ― ― ―
蔣方震 ― ― ―
（甲）浙江から 周炳琳 周炳琳66） 周炳琳
（甲）湖南から 楊端六 楊端六 楊端六
（甲）湖南から 仇鰲
ごう
仇鰲
ごう
仇鰲
ごう
（甲）河南から 馬乗風 馬乗風 馬乗風
（甲）広東から 伍智梅（女） 伍智梅 伍智梅
（甲）雲南から 羅衡（女） 羅衡 羅衡
（甲）綏遠から 栄照 （甲）綏遠へ （乙）項へ
（甲）雲南から 李培炎 （甲）雲南 （甲）雲南
（乙）チベットから シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ
（乙）チベットへ シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ
（甲）陝西から 張翼枢 張翼枢 張翼枢
（甲）湖北から 陳時 陳時 ―
（甲）湖南から 許孝炎 許孝炎 （甲）湖南へ
（甲）江西から 李中襄 （甲）江西へ （甲）江西へ
（甲）湖北から 喩育之 （甲）湖北へ （甲）湖北へ
（甲）貴州から 王亜明 （甲）貴州へ （甲）貴州へ
（甲）広西から 林虎 （甲）広西へ （甲）広西へ
（甲）広西から 黄同仇 （甲）広西へ ―
（甲）福建から 胡兆祥 （甲）福建へ ―
60）　劉哲は，『国参資料』の「第２期国民参政会参政員名簿」には入っているが，「第２期国民参政会内国民党員分
組名簿」（『国参紀実続』252～253頁）には入っていない．
61）　陶希聖は1939年12月，汪兆銘とともに重慶離脱．1942年，重慶国民党に復帰．
62）　李聖五はその後，汪兆銘国民政府に参加．
63）　溥侗
とう
は，『国参紀実』399頁によれば，1942年以降，汪兆銘国民政府に参加．
64）　『国参紀実』349頁は，鄭震宇を「国民党」と書いていないが，「国革軍団政治指導員」の経歴から国民党と判
断．
65）　喩維華は，国民参政会開催直前の1938年６月29日に漢口の自宅で何者かに襲われ，３発の銃弾を受けて死亡し
た．喩維華は，四川省栄昌県人で，以前，香港西南女子中学訓育主任だったが，最近，中央社会部婦女運動委員
会委員兼23集団軍服務団指導員に就任し，31歳であった（38・7・1『申報』）．
66）　「国防最高委員会第120次常務会議紀録」（1943年９月27日）によれば，国民参政会秘書長王世杰と副秘書長周
炳琳が辞職し，邵力子が秘書長，雷震が副秘書長に派遣され，国民政府によって明令されたという．
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67）　王暁籟は，『国参紀実続』300頁によれば第２期は参政員ではない．
68）　『国参資料』65頁は「徐炳 昶
ちょう
」，『国参紀実続』382頁は「徐炳 旭
きょく
」．
69）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）は「張維楨」，『国参資料』65頁は「張維禎」．
70）　「国防最高委員会第48次常務会議紀録」（1940年12月23日）・『国参紀実続』69頁は「李世璋」，『国参資料』65頁
は「李世章」．
71）　羅文幹は1941年10月，病死．
（甲）広東から 楊子毅 （甲）広東へ ―
（甲）新疆から 麦斯武徳 ― ―
（甲）山東から 張竹渓 ― ―
（甲）福建から 宋淵源 ― ―
（甲）福建から 張之江 ― ―
（甲）陝西から 李元鼎 ― ―
― 胡秋原 胡秋原 胡秋原
― 陳逸雲（女） 陳逸雲 陳逸雲
― 呂雲章（女） 呂雲章 呂雲章
― 王暁籟67） 王暁籟 王暁籟
― 薩孟武 薩孟武 薩孟武
― 徐炳 昶
ちょう
68） 徐炳昶 徐炳昶 
― 張其昀
いん
張其昀 張其昀
― 張翼枢 張翼枢 張翼枢
― 張維楨69） （甲）江蘇へ （甲）江蘇へ
― 王寒生 （甲）吉林へ （甲）吉林へ
― 魏元光 （甲）河北へ （甲）河北へ
― 蕭一山 （甲）江蘇へ ―
― 高廷梓 （甲）広東へ ―
― 何聯奎 （甲）浙江へ ―
― 童冠賢 （甲）チャハルへ ―
― 皮宗石 皮宗石 ―
― 江一平 （甲）浙江へ 江一平
― 馬亮 ― ―
― 李世璋70） ― ―
― 銭用和（女） ― ―
― 秦望山 ― ―
― 王化一 ― ―
― ― 許文頂 許文頂
― ― （甲）陝西から 王普涵
― （甲）福建から 李黎洲 ―
― ― 章桐 （甲）南京市へ
― ― （甲）   広東から 胡木蘭（女）
― ― （甲）   四川から 彭革陳
― ― ― 呉蘊
うん
初
― ― ― 冷曝東
国社党 張君勱 張君勱 張君勱 張君勱（1946年民主
社会党）
梁実秋 梁実秋 （甲）河北へ 梁実秋
張東蓀 張東蓀（／民主同盟） ― ―
羅文幹 羅文幹71） ― ―
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徐傅
ふ
霖（／民社党） ― ― ―
（甲）河南 胡石青 ― ―
青年党 李璜 李璜 李璜 李璜
曽琦 曽琦 曽琦 曽琦
陳啓天 陳啓天 陳啓天 陳啓天
余家菊 余家菊 余家菊 余家菊
左舜生 左舜生 （甲）湖南へ （甲）湖南へ
常乃悳 （甲）山西へ （甲）山西へ 常乃悳
― ― ― 何魯之
民主同盟72） 羅隆基（／国社党） 羅隆基 ― ―
劉王立明（女） 劉王立明73） （甲）安徽へ ―
（甲）四川から 張瀾 張瀾 張瀾
救国会 沈
しん
鈞儒 沈鈞儒 ― ―
史良 史良（／民主同盟） ― ―
張申府（のち民主同
盟）
― ― ―
（甲）安徽から 陶行知（／民主同盟） ― ―
（甲）江西から 王造時 ― ＜1947年１月第４期
参政員に増補＞
職業教育社 黄炎培 黄炎培（／民主同盟） 黄炎培 黄炎培
村治派 晏陽初 晏陽初 晏陽初 晏陽初
梁漱溟 梁漱溟 ― 梁漱溟74）
第三党 章伯鈞75）（のち民主
同盟）
― ― 章伯鈞
1946年九三
学社
許徳珩 許徳珩 許徳珩 許徳珩
無党派 章士釗 章士釗 章士釗 章士釗
銭永銘76） 銭永銘 銭永銘 銭永銘
王雲五 王雲五 王雲五 王雲五（任期途中改
任）（後出）
張奚若 張奚若 張奚若 張奚若
傅
ふ
斯年77） 傅斯年 ― ―
胡適 ― ― 胡適
（甲）四川 邵従恩 邵従恩 邵従恩
（甲）吉林 （甲）吉林 （甲）吉林 莫徳恵
― ― 胡霖 胡霖
中共78） 毛沢東 毛沢東 毛沢東 毛沢東
72）　1941年，民主政団同盟結成．1944年，民主同盟に改編．
73）　劉王立明は，『国参紀実続』314頁によれば第３期も参政員．
74）　梁漱溟は，『国参紀実』386頁によれば第１期・第２期のみ参政員．
75）　章伯鈞は，『国参紀実続』385頁によれば第１期～第４期参政員．
76）　国民政府は，銭永銘を「無党派」と分類しているが，国民党系である．
77）　傅斯年は，『国参紀実続』398頁によれば第３期・第４期も参政員．
78）　中共は，第４期国民参政会をボイコット．
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79）　秦邦憲（博古）は1946年４月８日，重慶から延安に帰る途中，飛行機事故で死亡．
秦邦憲 秦邦憲 秦邦憲 秦邦憲79）
陳紹禹 陳紹禹 陳紹禹 陳紹禹
董必武 董必武 董必武 董必武
林祖涵 林祖涵 林祖涵 林祖涵
呉玉章 呉玉章 ― 呉玉章
鄧頴超 鄧頴超 鄧頴超 鄧頴超
― ― ― 周恩来
以上の表１は，『国参資料』による名簿である．
代表交代・所属項目変更　　以上に見たように，（甲）項各省市参政員は各期ごとに大幅に入れ替えら
れており，第１期と第２期は大部分入れ替えられている．また，（甲）各省市，（乙）モンゴル・チベッ
ト，（丙）海外僑民，（丁）団体遴選者間の入れ替えがしばしば行なわれている．
　『国参紀実続』名簿　　このほか，『国参紀実続』には以上の『国参資料』の名簿にはない次の参政員名
がある．
　陸費逵
き
（第１期参政員，『国参紀実続』342頁）
　張鳳□（第２期～第４期参政員，『国参紀実続』360頁）
　韓兆□（第３期・第４期参政員，『国参紀実続』398頁）
　陳復先（第３期参政員，『国参紀実続』337頁）
　李毓光（国民党，第３期参政員，『国参紀実続』339頁）
　馬兆琦（国民党？，第４期参政員，『国参紀実続』383頁）
これらは，あるいは各期の第１回大会以降の参政員かもしれない．
国民党員の比率　　第１期参政員中，国民党員の比率については，さまざまな数字があげられている．
中共『新華日報』によれば，第４期参政員中の国民党員の比率は87％，周・周・劉「論国民参政会」によ
れば，国民党参政員は第１期200名中89名，44.5％（『国参紀実続』17頁），第２期240名中，国民党員140
余名，58％（『国参紀実続』35頁），第４期参政員290名中，国民党員は84％（『国参紀実続』17頁，49頁）
とのことなので，それが事実なら，本稿のリストはまったく不十分である．
しかし，王鳳青『黄炎培与国民参政会』（社会科学出版社，2011年９月）が紹介している台湾側資料
（呉永芳『国民参政会之研究』，政治大学修士論文．未公刊か？　未見）によれば，参政員中の国民党員の
比率は，第１期41.0％，第２期48.1％，第３期55.4％，第４期48.6％であり，呉永芳の調査結果が正確な
ら，国民党は「広く民意を徴する」という国民参政会の設置の趣旨を基本的には守ったことになり，中共
の数字および大陸側研究の数字は，正確ではなく，中共の主張は国民参政会参政員の構成比率について実
像を歪めていることになる．
ただし，呉永芳の調査はかならずしも正確ではなく，第２期参政員中の国民党員は138名（56.5％）で
あること，その全氏名が確認できるが（『国参紀実続』252～253頁），明らかに国民党員である者でこの名
簿に含まれていない者もおり，『国参資料』の各期名簿に含まれない者の氏名も含まれており，完全な基
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準とすることはできない．
また，省市によっては，参政員のすべてが国民党員である地域もあり，これらは民意聴取という国民参
政会の趣旨に合っているとは言えないだろう．
以下に，『国参紀実続』第２期のみの国民党員数，呉永芳のあげたパーセンテイジおよび本稿で確認で
きた数字を対比しておく．
表２．国民党参政員数
各期
参政員定数
第１期第１回
200名
第２期第１回
240名
第３期第１回
240名
第４期第１回
290名
①『国参紀実続』
138名
56.5%
②呉永芳
41.0%
82名
48.1%
約115名
55.4%
約133名
48.6%
約141名
③本稿で確認できた分
（呉永芳との差）
100名
（プラス18名）
147名
（不明32名）
139名
（プラス６名）
160名
（不明19名）
④「国民党？」（の可
能性のある者）
３名 ０名 11名 23名
③＋④ 103名 147名 150名 183名
各期参政員定数は，『国参資料』による．本稿で確認できた第１期第１回参政員中の国民党員数は，開
会直前に殺害された喩維華と『国参資料』に含まれない『国参紀実続』名簿の１名は含まない．呉永芳の
パーセンテイジには小数点以下があり，基礎となる第２期～第４期の参政員数が違うのであろう．③プラ
ス④は，かりに近似値と見ておく．
さらに王鳳青によれば，無党派は第１期39.0％，第２期37.3％，第３期34.1％，第４期26.2％であり，
全参政員中，党派別不明の者は75名，約13％とのことである（王鳳青58頁）．ただし，王鳳青は国民党参
政員の氏名を示してはいない．
2. 国民参政会休会期間駐会委員
2-1．国民参政会第１期第１～５回大会休会期間駐会委員名簿
国民参政会第１期第１～５回大会休会期間駐会委員名簿は，理由はわからないが，各回ごとに氏名の順
序が違うので，第１回大会休会期間駐会委員は初出発表の順序とし，第２～５回大会休会期間駐会委員に
ついては第１回大会にある者は第１回大会の順とし，新たな名簿は初出発表の順とする．
　第１期第１回　1938年７月15日選出
　第１期第２回　1938年11月６日選出
　第１期第３回　1939年２月20日選出
　第１期第４回　1939年９月17日選出
　第１期第５回　1940年４月９日選出
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表３．国民参政会第１期第１～５回大会休会期間駐会委員名簿
第１期第１回
25名
第１期第２回
25名
第１期第３回
25名
第１期第４回
25名
第１期第５回
25名
張君勱（国社党） 張君勱 張君勱 張君勱 張君勱
左舜生（青年党） 左舜生 左舜生 左舜生 左舜生
曽琦（青年党） ― ― ― ―
張熾章 ― ― ― ―
胡石青（国社党） 胡石青 胡石青 胡石青 胡石青
董必武（中共） 董必武 董必武 董必武 董必武
陶希聖（国民党） 陶希聖 ― ― ―
孔庚（国民党） 孔庚 孔庚 孔庚 孔庚
胡適（無党派） ― ― ― ―
劉百閔（国民党） 劉百閔 ― ― ―
蔣方震 ― ― ― ―
秦邦憲（中共） 秦邦憲 秦邦憲 秦邦憲 秦邦憲
傅斯年（無党派） 傅斯年 傅斯年 ― ―
劉蘅静（国民党） 劉蘅静 劉蘅静 ― ―
鄧飛黄（国民党） 鄧飛黄 鄧飛黄 鄧飛黄 鄧飛黄
范予遂（国民党） 范予遂 范予遂 范予遂 范予遂
許孝炎（国民党） 許孝炎 許孝炎 許孝炎 許孝炎
馬亮（国民党） ― 馬亮 ― ―
梁漱溟（村治派） ― ― ― ―
劉叔模（国民党） 劉叔模 劉叔模 劉叔模 劉叔模
郭英夫 ― ― ― ―
李永新 ― ― ― ―
羅隆基（のち民主同
盟）
羅隆基 ― ― ―
沈鈞儒（救国会） ― 沈鈞儒 ― ―
陳紹禹（中共） ― ― ― ―
― 周炳琳（国民党） ― ― ―
― ― 王家禎（国民党） ― ―
― シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ
シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ
シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ
―
― 王家禎（国民党） ― ― ―
― 黄炎培（職業教育社） 黄炎培 黄炎培 黄炎培
― 李中襄（国民党） 李中襄 李中襄 李中襄
― 陳希豪 ― ― ―
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― 江庸 江庸 江庸 ―
― 胡景伊 ― ― ―
― 呉玉章（中共） ― ― ―
― 李璜（青年党） 李璜 李璜 李璜
― ― 盧前 盧前 盧前
― ― 陶百川（国民党） ― ―
― ― 張瀾（のち民主同盟） 張瀾 張瀾
― ― 王世頴（国民党） ― ―
― ― 許徳珩（のち九三学
社）
許徳珩 許徳珩
― ― ― 高惜氷（国民党） 高惜氷
― ― ― 陳博生（国民党） 陳博生
― ― ― 褚輔成（国民党／の
ち九三学社）
褚輔成
― ― ― 杭立武（国民党） 杭立武
― ― ― 林虎（国民党） 林虎
― ― ― 冷遹（職業教育社） ―
― ― ― 史良（救国会／のち
民主同盟）
―
― ― ― ― 陶玄
― ― ― ― 莫徳恵（無党派）
― ― ― ― 章伯鈞（第三党）
― ― ― ― 王造時（救国会）
再任13名 三任11名 四任８名 五任８名
新任12名 再任７名 三任４名 四任３名
新任７名 再任６名 三任５名
新任７名 再任５名
新任４名
2-2．国民参政会第２ 期第１～２回大会休会期間駐会委員名簿
　第２期第１回　1941年３月９日選出
　第２期第２回　1941年11月25日選出
表４．国民参政会第２ 期第１～２回大会休会期間駐会委員名簿
第２期第１回
25名
第２期第２回
25名
董必武（中共） 董必武
孔庚（国民党） 孔庚
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傅斯年（無党派） ―
鄧飛黄（国民党） 鄧飛黄
范予遂（国民党） 范予遂
許孝炎（国民党） 許孝炎
梁漱溟（村治派） 梁漱溟
沈鈞儒（救国会） 沈鈞儒
シ ェ ー ラ ブ ギ ャ ム
ツォ
―
黄炎培（職業教育社） 黄炎培（のち民主同
盟）
李中襄（国民党） 李中襄
李璜（青年党） 李璜
張瀾 張瀾（のち民主同盟）
許徳珩（のち九三学
社）
高惜氷（国民党） 高惜氷
陳博生（国民党） 陳博生
褚 輔 成（ 国 民 党 ／
九三学社）
褚輔成
杭立武（国民党） 杭立武
林虎（国民党） 林虎
冷遹（職業教育社） 冷遹
― 陶玄
江一平（国民党） 江一平
王啓江（国民党） 王啓江
童冠賢（国民党） 童冠賢
李仙根 李仙根
劉哲 劉哲
梁実秋（国社党） ―
― 麦斯武徳（国民党）
再任13名
新任12名
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2-3．国民参政会第３期第１～３回大会休会期間駐会委員名簿
　第３期第１回　1942年10月31日選出
　第３期第２回　1943年９月10日選出
　第３期第３回　1944年９月18日選出
表５．国民参政会第３期第１～３回大会休会期間駐会委員名簿
第３期第１回
25名
第３期第２回
25名
第３期第３回
25名
― ― 左舜生（青年党）
董必武（中共） 董必武 董必武
孔庚（国民党） 孔庚 孔庚
鄧飛黄（国民党） ― ―
許孝炎（国民党） 許孝炎 許孝炎
― ― 張君勱（国家社会党）
黄炎培（職業教育社） 黄炎培（民主同盟） 黄炎培
李中襄（国民党） 李中襄 李中襄
江庸 ― ―
陶百川（国民党） 陶百川 ―
許徳珩 許徳珩 許徳珩（のち九三学
社）
陳博生（国民党） 陳博生 陳博生
褚輔成（国民党／の
ち九三学社）
褚輔成 褚輔成
杭立武（国民党） 杭立武 杭立武
林虎（国民党） 林虎 林虎
冷遹（職業教育社） 冷遹 冷遹
王雲五（無党派） 王雲五 王雲五
江一平（国民党） 江一平 江一平
但懋辛（国民党） 但懋辛 ―
王啓江（国民党） 王啓江 王啓江
郭仲隗
かい
郭仲隗 郭仲隗
阿旺堅賛 阿旺堅賛 ―
于斌（天主教） ― ―
羅衡（国民党） 羅衡 羅衡
何葆仁 何葆仁 ―
陳啓天（青年党） 陳啓天 陳啓天
王普涵（国民党） 王普涵 王普涵
― 朱貫三（国民党） 朱貫三
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― 李永新 李永新
― 范鋭 ―
― ― 胡霖（無党派）
― ― 銭公来（国民党）
― ― 胡健中（国民党）
再任13名 三任11名
新任12名 再任７名
新任７名
2-4．国民参政会第４期第１～３回大会休会期間駐会委員名簿
　第４期第１回　1945年７月20日選出
　第４期第２回　1946年４月３日選出
　第４期第３回　1947年６月２日選出
表６．国民参政会第４期第１～３回大会休会期間駐会委員名簿
第４期第１回
31名
第４期第２回
31名
第４期第３回
31名
― 左舜生（青年党） ―
董必武（中共） 董必武 ―
孔庚（国民党） 孔庚 ―
― 范予遂（国民党） 范予遂
許孝炎（国民党） 許孝炎 許孝炎
周炳琳（国民党） ― ―
黄炎培（職業教育社） ― ―
李中襄（国民党） ― ―
― 盧前 ―
許徳珩（のち九三学
社）
― ―
陳博生（国民党） ― 陳博生
褚輔成（国民党 / の
ち九三学社）
褚輔成 ―
林虎（国民党） 林虎 ―
冷遹（職業教育社） ― ―
― ― 江一平
王啓江（国民党） ― 王啓江
羅衡（国民党） 羅衡 羅衡
何葆仁 ― ―
陳啓天（青年党） 陳啓天 ―
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王普涵（国民党） 王普涵 王普涵
胡霖（無党派） 胡霖 ―
胡健中（国民党） ― ―
左舜生（青年党） 左舜生 ―
傅斯年（無党派） 傅斯年 ―
范予遂（国民党） 范予遂 ―
張君勱（国社党） 張君勱 ―
奚玉書 ― ―
陳紹賢 ― 陳紹賢
銭公来（国民党） 銭公来 ―
栄照（国民党） 栄照 ―
余際唐（国民党） ― ―
馬元鳳（国民党） ― ―
馬毅（国民党） ― ―
武肇煦
く
（国民党） 武肇煦 武肇煦
尹述賢（国民党） 尹述賢 尹述賢
― 馬乗風（国民党） ―
― 李洽（国民党） 李洽
― 蘇珽 ―
― 彭革陳（国民党） 彭革陳
― 何基鴻 ―
― 席振鐸 ―
― 鄭揆一 鄭揆一
― 伍純武 伍純武
― 薛明剣 薛明剣
― 何春帆 ―
― 劉真如 ―
― 達浦生（イスラーム
教）
―
― 甘家馨（国民党） 甘家馨
― 汪宝瑄
せん
汪宝瑄
― ― 王化一
― ― 王雋
せん
英
― ― 張潜華
― ― 張澍
― ― 于斌（天主教）
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― ― 林忠
― ― 姚廷芳
― ― 周謙冲
― ― 金維繫
けい
― ― 方少雲
― ― 潘朝英
― ― 蔣芷生
― ― 余楠秋
三任11名
再任13名 再任７名
新任12名 新任７名
＊中共代表なし．
3．国民参政会第２～４期大会主席団名簿
　第２期　　　　1941年３月２日選出
　第３期　　　　1942年10月22日選出
　第３期補選80）　1943年９月19日選出
　第４期　　　　1945年７月７日選出
表７．国民参政会第２～４期大会主席団名簿
第２期
５名
第３期
５名
第３期補選
３名
第４期
７名
蔣介石（国民党） 蔣介石 ― ―
張伯苓（国民党） 張伯苓 ― 張伯苓
左舜生（青年党） ― ― ―
張君勱（国社党） ― ― ―
呉貽
い
芳 呉貽芳 ― 呉貽芳
― 莫徳恵（無党派） ― 莫徳恵
― 李璜（青年党） ― 李璜
― ― 王寵恵 ―
― ― 王世杰（国民党） 王世杰
― ― 江庸 江庸
― ― ― 王雲五（無党派）
80）　蔣介石は第３期第２回会議中，国民政府主席に就任したので，国民参政会主席団兼任を辞任し，３名を補った
（『国参資料』1055頁）．
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4．国民参政会第４期参政員増補・補選分名簿
国民参政会参政員数は，第４期第２回大会以前に病死３名，官吏への改任５名があり，第４期第２回大
会時には第４期第１回大会時の定数290名から282名になっていた（46・3・21『申報』）．
国民参政会第４期参政員については，複数回に分けて大幅な増補が行なわれたが，『国参資料』には第
４期増補分に関する資料が収められていない．
4-1．『国参紀実続』所載国民参政会第４期参政員増補名簿
まず，『国参紀実続』所載の国民参政会第４期増補参政員の氏名を拾ってみよう．『国参紀実続』によれ
ば，国民参政会第４期参政員増補分は，以下の110名である．しかし，どれも（甲）～（丁）項のいずれで
あるか記載がなく，項目分類は不明であるが，『党務公報』との突き合わせによって項目がわかるものも
ある．増補は，数回に分けて行なわれている．
表８．『国参紀実続』所載国民参政会第４期参政員増補名簿
増補時期 増補参政員名 備考
1946年81） 張子柱（『国参紀実続』359頁）
第４期参政員に増補（１名）
1947年１月 于汝洲（国民党）（『国参紀実続』288頁）
第４期参政員に増補（44 名） 王孟麟（『国参紀実続』298頁）
王治民（『国参紀実続』299頁）
王済舟（『国参紀実続』299頁）
王造時（『国参紀実続』300頁） 上表１．第４期に記入済み．
王董正（『国参紀実続』302頁）
王錫庚（『国参紀実続』302頁）
甲琦
き
格西（『国参紀実続』304頁）
包一民（女）（『国参紀実続』305頁）
盧前（『国参紀実続』308頁） 上表１．第４期に記入済み
孫汝堅（『国参紀実続』309頁）
孫桂籍（『国参紀実続』309頁）
斉振興（『国参紀実続』310頁）
劉明侯（『国参紀実続』316頁）
劉博昆（『国参紀実続』318頁）
許世英（『国参紀実続』319頁）
許紹□（国民党）（『国参紀実続』319頁）
汪魚洋（『国参紀実続』321頁）
沈之敬（『国参紀実続』322頁）
李郁廷（国民党）（『国参紀実続』329頁）
呉鴻森（『国参紀実続』333頁）
杜荀若（『国参紀実続』334頁）
杜聡明（『国参紀実続』334頁）
陳范（『国参紀実続』338頁）
81）　『『国参紀実続』は，何月か未記載．
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陳逸松（『国参紀実続』339頁）
陳耀東（『国参紀実続』341頁）
金振玉（『国参紀実続』356頁）
金崇偉（『国参紀実続』356頁） （甲）遼北省（『党務公報』第９巻
第１号）
張儐生（『国参紀実続』365頁）
張登鰲
ごう
（『国参紀実続』368頁）
顧耕野（『国参紀実続』384頁）
黄浩（『国参紀実続』390頁）
崔震華（『国参紀実続』391頁）
蕭垂言（『国参紀実続』391頁）
彭挙（『国参紀実続』394頁）
強斌（『国参紀実続』396頁）
韓春暄（『国参紀実続』398頁）
蔡芷
し
生（『国参紀実続』403頁）
燕樹棠（『国参紀実続』404頁）
林茂生（『国参紀実続』350頁） （甲）台湾（『党務公報』第９巻第
１号）
林宗賢（『国参紀実続』350頁）， （甲）台湾（『党務公報』第９巻第
１号）
林忠（『国参紀実続』350頁） （甲）台湾（『党務公報』第９巻第
１号）
林献堂（『国参紀実続』350頁） （甲）台湾（『党務公報』第９巻第
１号）
羅万俥（『国参紀実続』357頁） （甲）台湾（『党務公報』第９巻第
１号）
1947年３月 方少雲（『国参紀実続』292頁）
第４期参政員に増補（46名） 孔徳成（『国参紀実続』293頁）
王化一（国民党？，『国参紀実続』293頁）
王冬珍（女，国民党）（『国参紀実続』296頁）
王沢民（国民党？，『国参紀実続』298頁）
王 雋
しゅん
英（女，国民党）（『国参紀実続』300頁）
𦫿時（『国参紀実続』307頁）
馮今白（『国参紀実続』307頁）
馮雲仙（『国参紀実続』307頁）
孫縄武（『国参紀実続』310頁）
喬嘉甫（女）（『国参紀実続』312頁）
劉中一（『国参紀実続』315頁）
汪崇屏（『国参紀実続』321頁）
邱椿（『国参紀実続』321頁）
沙彦楷（民社党）（『国参紀実続』322頁）
宋宣山（国民党）（『国参紀実続』323頁）
宋益清（『国参紀実続』323頁）
李琢仁（国民党）（『国参紀実続』329頁）
陳璇
せん
珍（『国参紀実続』341頁）
鄒樹文（『国参紀実続』342頁）
楊漢揚（『国参紀実続』343頁）
楊毓
いく
滋（『国参紀実続』344頁）
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何仲愚（『国参紀実続』346頁）
卓仁托布（『国参紀実続』349頁） （甲）興安省（『党務公報』第９巻
第１号）
林可璣
き
（『国参紀実続』350頁）
張肖梅（女）（『国参紀実続』362頁） 上表に第４期に記入済み．
張□（善？）与（国民党）（『国参紀実続』367頁）
張藹
あい
真（女，国民党）（『国参紀実続』368頁）
姜
きょう
蘊
うん
剛（『国参紀実続』369頁）
段慎修（『国参紀実続』370頁）
侯天民（『国参紀実続』371頁）
侯聖麟（『国参紀実続』371頁）
凌子惟（『国参紀実続』371頁）
黄蔭
いん
来（『国参紀実続』390頁）
蕭笠雲（『国参紀実続』391頁）
謝明 霄
しょう
（『国参紀実続』392頁）
謝娥（『国参紀実続』392娥頁）
温良儒（『国参紀実続』393頁）
蔣健向（『国参紀実続』396頁）
葛武棨（『国参紀実続』396頁）
程思遠（国民党）（『国参紀実続』397頁）
程崇道（『国参紀実続』397頁）
溥
ふ
儒（『国参紀実続』399頁）
潘朝英（『国参紀実続』404頁）
魏時珍（『国参紀実続』405頁）
魏際青（『国参紀実続』405頁）
1947年５月 于復光（『国参紀実続』289頁）
第４期参政員に増補（17名） 𦫿林（『国参紀実続』307頁）
劉杰（『国参紀実続』316頁）
李培徳（『国参紀実続』329頁）
呉雲芳（『国参紀実続』332頁）
陳任（『国参紀実続』336頁）
武誓彭（『国参紀実続』348頁）
鄭林寛（『国参紀実続』348頁）
鄭寿□（麟？）（『国参紀実続』349頁）
邵培之（『国参紀実続』353頁）
羅夢冊（『国参紀実続』357頁）
翁福□（『国参紀実続』382頁）
徐警予（『国参紀実続』383頁）
郭仿儀（『国参紀実続』387頁）
黄淵偉（『国参紀実続』390頁）
謝沢周（『国参紀実続』392頁）
葛敬恩（国民党？）（『国参紀実続』396頁）
1947年６月 白建民（『国参紀実続』309頁）
第４期参政員に増補（１名）
1947年７月 杜希夷（『国参紀実続』334頁）
第４期参政員に増補（１名）
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1947年10月82） 于錫来（『国参紀実続』289頁）
第４期参政員に増補（１名）
1947年83） 向王寧茰
ゆ
（女）（『国参紀実続』312頁）
第４期参政員に増補（４名） 李培国（『国参紀実続』329頁）
張一善（『国参紀実続』359頁）
胡運鴻（『国参紀実続』372頁）
4-2．国民参政会第４期参政員1947年１月定数表
国防最高委員会国民参政会資格審査委員会は1947年１月４日，①第４期参政員の任期を1947年12月まで
延長する，②参政員を44名増加させ，現在の314名から358名とする．③台湾・東北９省市参議会は参政員
名簿を補充することを決定し，次週の国防会議を通過したのち，国民政府から発表することとした（47・
1・5『申報』）．
修正された「国民参政会組織条例」は，47・1・9『申報』．『党務公報』第９巻第１期（1947年１月31
日）所載「国民参政会組織条例」で確認できるが，それによれば，参政員定数は358名，（甲）項223名，
（乙）項８名（モンゴル５名，チベット３名），（丙）項８名，（丁）項119名である．
国民党中央執行委員会常務委員会第49回会議・国防最高委員会第213回常務委員会連席会議は，第４期
参政員の任期を「1947年12月24日まで延期」することを決定した（47・1・9『申報』）．
1947年１月６日に決定された国民参政会第４期参政員定数は，以下の通りである．
表９．国民参政会第４期参政員定数表（1947年１月６日）
（甲）項 223名
　　四川　湖南　浙江　広東　安徽　山東　河南　湖北　江西 各10名
　　江蘇　河北　陝西　福建　広西　雲南　台湾 各８名
　　貴州　甘粛 各６名
　　山西　新疆　重慶市　 各４名
　　チャハル　綏遠　上海市　青海　西康　寧夏　遼寧　安東　吉林　松江 各３名
　　遼北　合江　黒竜江　嫰
どん
江　興安　熱河　南京市　北平市　大連市　ハルビン市 各２名
　　天津市　青島市　西京市 各１名
（乙）項 モンゴル５名　チベット３名 各８名
（丙）項 海外 各８名
（丁）項 119名
うち［国民党］中央によ
る選抜 116名
参政員総数 358名
82）　『国参紀実続』は，年月をアラビア数字で表記しているが，ここだけ漢数字「十」を使っている点で疑問があ
る．
83）　『国参紀実続』は，何月か不記載．
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4-3．国民参政会第４期各省市参政員欠員および補選名簿（1947年１月６日）
国民党中央執行委員会常務委員会第49回会議・国防最高委員会第213回常務委員会連席会議は1947年１
月６日，国民党総裁蔣介石の提案による以下の「国民参政会第４期参政員欠員補選案」を決定した（「国
民党中央執行委員会常務委員会第49回会議・国防最高委員会第213回常務委員会連席会議紀録」）．
表10．国民参政会第４期各省市参政員欠員および補選名簿（1947年１月６日）
省市別 欠員数 もとの参政員氏名 欠員理由 補選参政員氏名 備考
四川 2 劉明揚 教育庁長に改任 ― 未選出
傅常 死亡 ― 未選出
浙江 1 霞天当 省参議院に当選 許紹棣
たい
行政院から通知あり
広東 1 黄範一 省政府委員に改任 ― 同上
安徽 1 翟純 死亡 許世英 同上
山東 1 丁基実 建設庁長に改任 李郁廷 同上
河南 3 王隠三（国民党） 山東田糧処長に改任 杜希夷 同上
李漢珍 不法行為により解職 蔡芷
し
生 ―
田培林 官吏に改任 張儐生
湖北 1 劉叔模（国民党） 省参議院に改任 王孟鄰 同上
江西 2 王枕心（国民党） 省参議会議長に改任 胡運鴻 同上
李中襄（国民党） 民政庁長に改任 斉振興 ―
江蘇 1 冷遹
いつ
（職業教育社） 省参議会議長に改任 于錫来 同上
河北 2 馬洗繁（国民党） 死亡 崔震華 行政院から同省党政協議に
よる推薦ありと通知
劉瑶章（国民党） 省参議会議長に改任 燕樹棠 ―
陝西 1 楊大乾 合江省政府委員兼教育
長庁長に改任
呉雲芳 行政院から同省参議会に選
出と通知
福建 1 林学淵 田糧処長に改任 黄誥
こく
同上
甘粛 2 馬元鳳 田糧処副処長に改任 王董正 同上
冦永吉 省［政］府委員に改任 王錫庚 ―
綏遠 1 焦守顕 死亡 張登鰲
ごう
同上
西康 2 格桑沢仁 死亡 孫汝堅 同上
張 緝
しゅう
（国民党） 建設庁長に改任 甲絨格西 ―
寧夏 1 于光和 省政府委員に改任 強斌
ひん
行政院から同省臨参会の通
信により選出と通知あり
熱河 1 譚文彬 民政庁長に改任 李培国 行政院から同省から法に基
づき推薦ありと通知あり
南京市 2 陳裕光 省参議会議長に改任 陳耀東 行政院から同市参議会より
選出と通知あり
章桐（国民党） 死亡 盧前 ―
33
斎藤：国民参政会参政員名簿
上海市 2 奚玉書 参議員に改任 蔣建白 同上
陶百川（国民党） 同上 金振玉
台湾 8 ― ― 林忠 行政院から当該省臨参会よ
り選出と通知あり
― ― 林桑賢 ―
― ― 羅万俥
しゃ
―
― ― 林献堂 ―
― ― 林茂生 ―
― ― 呉鴻森 ―
― ― 杜聡明 ―
― ― 陳逸松 ―
青島 1 張楽古 不法行為により解職 ― 未選出
　（国民党中央執行委員会常務委員会第49回会議・国防最高委員会第213回常務委員会連席会議紀録，『党務公報』第９
巻第１期）
4-4．国民参政会第４期（丁）項参政員欠員補選名簿（1947年１月６日）
1947年１月６日の「国民参政会（丁）項参政員欠員補選名簿」は，次の通りである．
表11．国民参政会第４期（丁）項参政員欠員補選名簿（1947年１月６日）
もとの参政員氏名 補選原因 補選された参政員氏名
范鋭 死亡 羅夢冊
秦邦憲（中共） 死亡 ―
王雲五（無党派） 国民政府経済部長に改任 王浩時
　（「国民党中央執行委員会常務委員会第49回会議・国防最高委員会第213回常務委員会連席会議紀録」・『中央党務公
報』第９巻第１期）
4-5．国民参政会第４期東北９省２市参政員補選名簿（1947年１月６日）
1947年１月６日の国民参政会第４期東北９省２市参政員補選名簿は，次の通りである．
表12．国民参政会第４期東北９省２市参政員補選名簿（1947年１月６日）
省市別 定数 もとの参政員氏名 欠員理由 補選された参政員氏名
遼寧 3 銭公来（国民党） ― 馬愚忱（国民党）
斉世来（国民党） ― ―
― ― ―
安東 3 高惜氷84）（国民党） 省政府主席に改任 劉博崑
こん
― ― 包一民
― ― 顧耕野
84）　「国防最高委員会第213回常務会議・中央執行委員会常務委員会第49回会議連席会議紀録」（1947年１月６日）
は「高惜氷」．『党務公報』第９巻第１期の「高惜惜」は誤植であろう．
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吉林 3 李錫恩 ― 崔垂言
張潜華 ― ―
― ― ―
松江 3 王寒生（国民党） ― 韓春暄
陳紀瀅
えい
― ―
― ― ―
遼北 2 張振鷺 ― 金崇偉
― ― ―
合江 2 　無 ― 劉明侯
― ― 陳範
黒竜江 2 馬毅（国民党） ― 杜荀若
― ― ―
嫰
どん
江 2 王宇章 ― 富保昌
― ― ―
興安 2 無 ― 卓仁托布
― ― 王済舟
ハルビン 2 無 ― 孫桂籍
― ― 于汝洲
大連 2 無 ― 王洽
こう
民
― 汪漁洋
　（「国民党中央執行委員会常務委員会第49回会議・国防最高委員会第213回常務委員会連席会議紀録」・『党務公報』第
９巻第１期）
『党務公報』第９巻第１期のこの表では，地区名別を「市別」と記載しているが，「省市別」とした．新
定数と「もとの参政員氏名」が合わないものがある．合江・興安・ハルビン・大連は，「もとの参政員」
が「無」と明記されている．「補選参政員」の空欄は，人選ができなかったものと見られる．
なお，国民党総裁蔣介石の国民参政会第４期第３回大会に対する挨拶（1947年５月20日）では，参政員
数が「290名」から「362名」になったと述べている（『中央党務公報』第９巻第５期，1947年５月30日）．
本稿では，第４期第１回大会時の参政員定数290名から314名になった根拠規程と人名および1947年１月６
日に決定された定数358名から362名になった４名増の根拠規程と人名が把握できていない．あるいは表８
の「1947年」の４名かもしれない．表８によれば，1947年１月以降に５月，７月，10月にもさらに増員が
行なわれている．
（本稿は，2011～2012年度中央大学特定課題研究費の助成を受けた．）
（経済学部教授・中国の文化と思想）
